
軸索伸長・発芽 

シナプスの精緻化 

樹状突起の分岐 

脳損傷の現状と課題 

脳卒中を含む脳損傷は、世界で年間約 1700 万人、日本国内でも約 30 万人が新たに発症する疾患です。 

脳損傷によって神経回路が損なわれると、運動機能に障害が生じ、QOL が大きく低下します。 

しかしながら、脳損傷後の機能回復を導く治療法は未だ確立されていないのが現状です。 

 

神経回路の再編と修復の重要性 

機能回復には、損傷を受けた神経回路の再編・修復が不可欠です。 

この過程では、①神経細胞の生存、②樹状突起やスパインの増加、 

③軸索の伸長や発芽、④シナプスの精緻化、の段階が重要となります。 

しかし、成人の中枢神経の修復力は極めて乏しく、栄養因子と阻害因子 

のバランスが不均衡なため、回復が制限されています。 

私たちは、この課題に挑むべく、 

脳損傷モデルマウスを用いた神経修復の研究を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

阻害因子に対するアプローチ 

これまでの研究では、神経伸長を妨げる因子の 1 つであるチロシン脱リン酸化酵素（SHP-1）に着目し、 

薬理学的および遺伝学的手法を用いてその機能を抑制することで、脳損傷後の皮質脊髄路（主要な運動経 

路）における神経発芽が促進されることを明らかにしました（Tanaka et al., Cell Death Dis., 2013）。 
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リハビリテーションの効果と可能性 

さらに私たちは、リハビリテーション（運動）による神経修復の促進効果にも着目しています。特に、 

自発的な走行運動が脳内の阻害因子を減少させると同時に、神経の成長を助ける栄養因子を増加させる 

ことを見出しました。この結果、脳損傷後の機能回復が促進されることを示しています（Tanaka et al.,  

Neurorehabil Neural Repair, 2020）。また、運動量が多いほど回復効果が高まることも分かり（田中 

他, 基礎理学療法学, 2023; 熊本県理学療法アドバンス, 2024）、メカニズムの解明を進めています。 

 

現在の取り組み：新たな治療標的の探索 

現在は、自発的運動によって増加する脳内の遺伝子産物に着目し、遺伝学的手法を駆使して、神経修復に 

真に寄与する因子の同定を進めています。さらに、運動による回復効果を仲介する血中成分の探索も行っ 

ており、将来的には運動が困難な方にも適応可能な新たな治療介入法の開発を目指しています。 
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